
 
実施日   年  月  日 

氏名 

１  

１ (1) <点から直線への垂線>                     垂線の作図  

①  直線ℓと２つ交点をもつように，点 P を中心とする円を  

かく。                

②，③  ①でできた２つの交点をそれぞれ中心とする半径の  

等しい円が互いに交点をもつようにかく。  

④  ②，③でできた交点と点 P を結ぶ。  

(2) <垂直二等分線>                       垂直二等分線  

①，②  ２点 A，B をそれぞれ中心とする半径の等しい円が  

２つ交点をもつようにかく。  

   ③  ②でできた２つの交点を結ぶ。       

 

(3) <角の二等分線>                    

①  線分 OA，OB とそれぞれ交点をもつように，点 O を中心     角の二等分線  

とする円をかく。  

②，③  ①でできた２つの交点をそれぞれ中心とする半径の  

等しい円が互いに交点をもつようにかく。  

   ④  ③でできた交点と点 O を結ぶ。       

 

２ (1) 垂直の記号は⊥ 

  (2) 平行の記号は// 

３ (1) 平行移動…図形を一定の方向に一定の距離だけ動かす移動のこと。  

(2) 対称移動…図形を 1 つの直線を折り目として折り返す移動のこと。  

回転移動…図形を１つの点を中心として，一定の角度だけ回転させる移動のこと。  

４ (1)   

(2)  

 

 

 

 

ヒントプリント 



２  

１ ①  ∠ＡＢＣの二等分線を作図する。  

②  線分ＡＤの垂直二等分線を作図する。  

③  ①と②でできた直線の交点をＰとする。  

２ ①  点Ａを中心とした直線 m と 2 つの点で交わる円をかく。  

②  ①の２つの交点を中心として半径が等しい円をかく。  

③  点Ａと，②の２つの円の交点を結んだ垂線をひく。この垂線と直線 m との交点をＢとする。  

３ 円の中心の作図…２つの弦の垂直二等分線の交点。  

４ ２点Ａ，Ｄからの距離が等しい→線分ＡＤの垂直二等分線  

  ①  ∠ＡＢＣの二等分線を作図する。  

②  線分ＡＤの垂直二等分線を作図する。  

③  ①と②の交点をＰとする。  

５ ①  点Ｐを通る垂線をかく。  

②  線分ＡＰの垂直二等分線をひく。  

③  ①と②でできた直線の交点をＯとする。  

６ 正三角形の１つの角は 60°であることを利用する。  

①  線分ＡＢを半径とする中心がＡ，Ｂである 2 つの円の交点をとって点Ｂと結び，∠Ｂの二

等分線をかく。  

②  ∠Ｂの二等分線と，点Ｂを中心とし，線分ＡＢを半径とする円との交点をＣとする。  

※線分ＡＢの下側に点Ｃを作図してもよい。  

 

３  

１ 平行移動…図形を一定の方向に一定の距離だけ動かす移動のこと。  

２ 点対称移動…  回転移動の中で，180 度回転させる移動のこと。  

３ (1) 周囲の長さは，直径６㎝，８㎝，10 ㎝の半円の弧の長さの和になる。  

(2) 線分ＡＢを直径とする半円と，線分ＡＣを直径とする半円と，△ＡＢＣの面積の和から，

ＢＣを直径とする半円の面積をひく。  

４ おうぎ形ＯＡＢが動いてできる図形は，  

右図のように，２つの合同なおうぎ形と  

長方形からできている。  


